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要 旨

小児が集団生活を営む場において共同使用される玩具について、衛生管理の実態を

把握するために、質問紙調査を実施し、58の保育所 。幼稚園より回答を得た (回収率

84。 1%)。

その結果、すべての保育所 。幼稚園において、玩具に対する衛生管理が実施されて

いた。しかしながら、その具体的方法には統一性がなく、明確な基準も存在しないこ

とが明らかとなった。したがつて、今後、エビデンスに基づいた指針を作成する必要

性が示唆された。

また、布製玩具に対する日光照射の有効性を実験的に検討 したところ、日光照射が

被検菌 E σο′,を減少させることが明らかとなつたが、日光照射時間が 2時間 (午前

1030～午後 1230、 10月 下旬、長野県 )に達しない場合、E.じο″の増殖を促し、

むしろ逆効果となる可能性が示唆された。 日光照射による玩具の衛生管理は、きわめ

て簡便で、実用性の高い方法であるが、実施にあたつては、日光照射時間を含む諸条

件について、今後、慎重に検討を行 う必要性がある。

キーワー ド:保育所、幼稚園、玩具、衛生管理、日光照射

【原著】

はじめに

保育所および幼稚園においては、さまざまな

感染症の集団発生が問題となる。感染伝播の様

式は、病原体によつて異なるが、小児間では直

接感染のみならず、環境由来の問接感染が生じ

る可能性も高いことが考えられる。しかしなが

ら、その実態は明らかにされていない。

その一方で、病院環境においては、聴診器 つ

やエレベーターボタン リにより、間接感染を生

じることがすでに明らかにされている。さらに

は、小児科病棟において小児が用いる玩具もま

た病原性微生物で汚染されていることが報告さ

れている
3)。

健康な小児が集団生活を営む場で

ある保育所・幼稚園においても、玩具は、複数

の小児が日常的に接触する機会が多く、感染伝

播の媒介物となる可能性が十分に考えられるが、

この分野に関する報告は少ない 4る )。

一方で玩具は小児の遊びを発展させ、その成

長と発達において非常に重要である。したがつ

て、玩具の共同使用による感染伝播の危険性を

理由に保育所や幼稚園から玩具を一律に排除す

る方法は現実的とはいえない。そこで、玩具が

もたらす利益とリスクを十分に鑑み、小児が共

同使用する玩具の適切な選択と衛生管理方法を

明らかにする必要がある。

したがつて本研究の目的は、第一段階として、

小児が共同使用する玩具の衛生管理方法と、実

施頻度について質問紙調査から実態を把握し、

第二段階において、質問紙調査の結果から、実

際に行われている衛生管理方法を抽出し、その
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有効性について、実験的に検討することとした。

材料と方法

1.調査 1

1)対象と調査内容

A tt B地区内の市町村にある 69の保育

所・幼稚園を対象として、日頃、それぞれの施

設で行つている玩具の衛生管理方法について、

無記名、郵送法による質問紙調査を実施した。

質問紙調査では、玩具の素材別の衛生管理方法

や衛生管理の実施頻度について回答を得た。衛

生管理方法については、それぞれ 「口光に当て

る」、「洗剤で洗 う」、「消毒液に浸ける」、「お湯

で洗 う」、「拭き取り」、「何もしない」、「その他」

の中から回答を求めた (複数回答可)。 また玩具

について、硬い素材である「プラスティック製」

「ゴム製」「木製」と、柔らかい素材である「布

製」それぞれの衛生管理方法を尋ねた。衛生管

理方法の回答項目は、日本保育協会の保育所入

所児童健康調査報告書
7)に

基づいて作成した。

回答者は玩具の衛生管理に携わる者とし、その

選出については、各施設に一任した。

2)倫理的配慮

質問紙調査によって得られたデータは、統計

的に処理をし、関連雑誌において公表する予定

であること、その際、匿名性は保持され、施設

名が公表されることは一切ないことを文書で説

明した。また、研究の目的以外には使用しない

こと、研究終了後は適切に破棄し、回答した個

人や施設が不利益を被ることはないことを併せ

て説明した。さらに、研究への参力日は自由意志

であり、不参加による不利益は一切生じないと

し、参加の意志は質問紙の返信をもつて確認す

るものとした。なお本研究は、長野県看護大学

倫理委員会の承認を得て行つた (2009年、審査

番号 #20)。

2.調査 2

1)実験内容の検討

細菌汚染は硬い素材の玩具より柔 らかい素

材の玩具に多い り。実際に、表面の拭き取りが

容易な硬い素材の玩具に比べ、柔らかい素材の
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玩具では、水分を使つた衛生管理方法を実施す

ると、内部の乾燥が必要となるため、手間がか

かる。そのため、衛生管理を実施しにくい現状

があると推察できる。さらに、後述する調査 1

の結果から、柔らかい素材である布製玩具の衛

生管理方法では、「洗剤で洗 う」が 50%、 次い

で「日光に当てる」が 23%を 占めていた。布

製玩具を洗剤で洗った場合、洗浄後に乾燥が必

要となるため、結果として日光に当てる場合が

多いことが予想される。したがつて、実際には

「日光に当てる」といつた方法が広く用いられ

ていることが推察できる。さらに、玩具に対す

る日光照射の消毒効果について検討 した報告が

ないことから、調査 2では柔らかい素材である

布製玩具の衛生管理方法として、日光照射の消

毒効果を、実験的に検討することとした。

2)実験の方法

実験的な検証では、httrた力ヵじο″:E cο″を

用いた。これは家庭において、オムツの使用と

玩具の細菌汚染における相関が報告されている

ためである め。」F泄物に由来するものとしては

腸内細菌科の菌属が多数であると推測できる。

さらに、小児が集団生活を営む場において、E
cο″O‐157J7に よる集団感染についての報告

も国内外において見られている
9‐ 11)。

減菌した布製玩具 (に ぎ～るクマちゃん、ロ

ーヤル株式会社、東京)に、E cο力および トリ

プ トノイブイヨン培地 (栄研化学株式会社、栃

木)を用いて標準懸濁液 McFarlandl,0(3× 108

CFU/ml)に 調整した細菌懸濁液 0.5 mlを、玩

具の最も接触が多いと推測される掌握部表面に

塗布 した (図 1)。 それらを日光照射群、非 口光

照射群、および菌液塗布後に実験的介入をしな

いコントロール群に分けた。実験に用いた玩具

は、実験 1回につき、各群 5個 とした。

実験は、2009年 10月 中旬から下旬にかけて 2

回実施した。玩具に対する日光照射は lo時半

から 12時半までの 2時間とした。日光照射群

では、減菌 ドレープを敷いたワゴンに玩具をの

せ、屋外に置いて日光に当てた。非 日光照射群

も同様に滅菌 ドレープを敷いたワゴンに玩具を

のせ、同時間帯に屋外へ設置したが、日光を遮
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掌握部

図 1:細菌懸濁液を塗布した部位

断するため、ウェザーシー ト (植 田蚊帳株式会

社、奈良)を用いた。その際、シー トが玩具に

直接触れないよう十分に配慮し、フゴン全体を

覆った。いずれも菌液塗布部分が上となるよう

配慮した。さらに、日光照射群、非 日光照射群

共、5分毎にデジタル紫外線強度計【Ⅳ‐340(株

式会社エムケーサイエンティフィンク、神奈)ll、

紫外線測定可能範囲 :290 nln～ 390=lm)を用い

て紫外線強度を測定し、温度 。湿度計 hemO
Recorder T酢 72Uおんどとり (株式会社テイア

ンドデイ、長野)を用いて温度ならびに湿度を

測定した。その後 日光照射群、非日光照射群は

検体の採取と細菌培養を行つた。清潔操作にて

生理食塩水 loo mlの入つた滅菌ビニール袋に

玩具を一つずつ入れ、玩具をビニール袋の外部

から lo回揉んで細菌懸濁液を作成した。玩具

を取 り出した細菌懸濁液から o.lmと を採取し、

さらに生理食塩水を用いて 10倍希釈の細菌懸

濁液を作成した。この希釈 した細菌懸濁液 0。 1

mlを、普通寒天培地`栄研'(栄研化学株式会社、

栃木)に塗布し、35°C、 24時間の好気的培養

を行つた。培養後、細菌コロニー数 (Colo呼

Forl前岨U五t、 CFU)の計測を行い、各群間の比

較をした。細菌培養検査の検体採取後、減菌ビ

ニール袋に残つた細菌懸濁液を用い、直ちに

Adenosh髄‐phosphate:川P測定を行つた。ATP

測定では、ルミテスター PD‐20(キ ンコ~マ ン

株式会社、東京)を用いた。コントロール群に

おいては被検菌 二 じο″0.5H』 を塗布直後に細

平成 22年 3月

菌培養と 鯉 測定を行つた。

結 果

1.調査 1

1)保育所 。幼稚園における衛生管理の実施状

況

質問糸氏の回収率は 84.1%で あつた。回答の

得られた 58の保育所 。幼稚園において、小児

が共有する玩具に対する衛生管理が実施されて

いた (実施率 100%)。

2)素材別の衛生管理方法

硬い素材の玩具における衛生管理方法の中

で、最も多かった「拭き取り」は、プラスチッ

ク製玩具で 23%、 木製玩具で 41%、 ゴム製玩

具で 27%を 占めていた。また、「日光に当てる」、

「消毒液に浸ける」、「水で洗う」も多く選択さ

れていた (図 2‐A、 B、 C)。 また、柔らかい素

材である布製玩具の衛生管理方法では、「洗測で

洗う」が 50%、 次いで「日光に当てる」が 230/0

を占めていた (図 2‐D)。

3)使用されている消毒薬

「消毒液に浸ける」を選択し、具体的な消毒

薬の記載があった保育所。幼稚園は 30施設であ

った。使用されていた消毒薬は、アルコール

系消毒薬が 7件、次亜塩素酸ナ トリウム系消毒

薬が 19件、塩化ベンザルコニウム系消毒薬が

14件であつた。

また 「拭き取り」を選択し、具体的な消毒薬

の記載があった保育所 。幼稚園は、 23施設で

あった。使用されていた消毒薬は、アルコール

系消毒薬が 9件、次亜塩素酸ナ トリウム系消毒

薬が 16件、塩化ベンザルコニウム系消毒薬が

12件であつた。

4)保育所 。幼稚園における玩具に対する衛生

管理の実施頻度とタイミング

硬い素材の玩具の中でも、最も多く使われて

いると思われるプラスチック製玩具と、柔らか

い素材である布製玩具について、それぞれ衛生

管理の実施頻度をみると、硬い素材であるプラ
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C:木製玩具                           D:布 製玩具

図2.AttB地区内の保育園および幼稚国における玩具の衛生管理方法 (n=58,複 数回答)

スチック製玩具の衛生管理の実施頻度は、「年 2、

3回」が 20%と 最も多く、次いで 「週 1、 2

回」が 13%であり、施設によつて実施頻度に

かなりの違いがあることが明らかになった。ま

た不定期に衛生管理を実施する際のタイミング

では、“汚れた時"や “衛生管理が必要と判断し

た時"な どが含まれる「その都度」が 20%、「感

染症発症時」が 12%と 状況に応じて実施する

施設も多くみられた (図 3‐A)。

柔らかい素材である布製玩具の衛生管理の

実施頻度は、「年 2、 3回」が 21%、 と最も多

く、次いで「年 1回」が 15%であつた。また、

「その都度」は 17%、「感染症発症時」は 7%で
あつた (図 3-B)。

2.調査 2

1)実験当日の環境条件

実験 日における日光照射群の環境条件 とし

て、日光照射による布製玩具の消毒効果を検討

するため、実験は日照条件の良い日を選択して

行つた。 日光照射群の温度、湿度および紫外線

強度の平均値を表 1‐Aに示した。また非日光照

射群の温度、湿度および紫外線強度の平均値を

表 1‐Bに示した。

日光照射群の温度の平均は、実験第 1回 目

が 29.5°C(範囲 25.5° C～34.1° C)、 実験第 2

回目が 23。9°C(範囲 20,8°C～ 29.2°C)であつ

た。湿度の平均は、実験第 1回 目が 21.6%(範

囲 13.0%～ 31,0%)、 実験第 2回 目が 28.5%

(範囲 17.0%～35.0%)であつた。紫外線強度

の平均は、実験第 1回 目が 2830 μW/cm2(範囲

2040 μW/cm2_3180 μW/cm2)、 実験第 2回 目が

2189 μW/cm2(範 囲 970 μW/cm2～3440 μWんm2)

であつた。

非日光照射群の温度の平均は、実験第 1回

口が 18.3°C(範囲 16.3°C-22.3° C)、 実験第 2

回目が 16.6°C(範囲 14.9°C～ 18.1°C)であつ

た。湿度の平均は、実験第 1回 目が47.6%(範

囲 40.0%～ 54,0%)、 実験第 2回 目が 51,7%(範

囲 44,0%～ 58.0%)であった。紫外線強度はい

ずれもOμW/cm2でぁった。

温度について、実験第 1回 日、2回 目のい
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A:プラステイツク製玩具 B:布製玩具

図 3.A tt B地区内の保育園および幼稚園における玩具の衛生管理実施頻度とタイミング

(n=58)

表 1.日 光照射群、非日光照射群における温度、湿度および紫外線強度の平均値

A:日 光照射群

実験第1回 目 実験第2回 目

温度 (℃ )

湿度(%)

紫外線強度(IW/cm2)

29.5(25.5/34.1) 23.9(20.8/29.2)

21.6(13.0/310) 28.5(17.0/35.0)

2830(2040/3180) 2189(970/3440)

B:非 日光照射群

実験第1回 目

※

温度 (℃ )

湿度(%)

紫外線強度(IW/cm2)

ずれも日光照射群は非日光照射群に比べて有意

に高かつた (P<0.05)。 また湿度について、実

験第 1回 日と 2回 目のいずれも日光照射群と

非日光照射群に有意差はみられなかつたものの、

日光照射群は非日光照射群に比べて低い傾向に

あった。

Mean(Maximum/Minimum)  ※pく0.05

2)玩具の ATP値について

日光照射群、非日光照射群、コントロール群

の ATに ついて、それぞれの平均値を図 4に

示した。実験は 2日 間行った。実験第 1回 日、

実験第 2回 目から得られた だPの平均朧

準偏差は日光照射群が 442■356.6 RLUと 最も

高く、次いで非日光照射群が 362,9±210.9 RLU、

18.3(16.3/22.3)

47.6(40.0/54.0)

0

166(14.9/18.1)

51.7(440/58.0)

0

実験第2回 目

※
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コントロール群が 314.4± 123.8 RLUで あつた。

また、日光照射群において、実験第 1口 目と第

2口 目の だPに有意差はみられなかつた。

3)玩具の細菌コロニー数 (log CFU)に ついて

日光照射群、非日光照射群、コントロール群

の細菌コロニー数について、それぞれの平均値

を図 5に示した。実験第 1回 目、実験第 2回

目から得られた細菌コロニー数の平均値士標準

偏差は、日光照射群が 2.1±0,81og CFU/mlと 最

も低 く、次いで非 口光照射群が 2.9±0.5 1og

CFU/ml、 コントロール群が 4.6± 1.0 1og CFU/ml

であつた。また、日光照射群において、実験第 1

日日と第 2日 目の細菌コロニー数に有意差は

みられなかった。

考 察

1.調査 1

1)保育所・幼稚園における玩具の衛生管理実

施状況

質問紙調査より、回答が得られたすべての保

育所・幼稚園において、小児が共同使用する玩

具の衛生管理がなされていた。質問紙の回収率

が 84.1%であつたことから、A tt B地区の

保育所 。幼稚園のほとんどで小児が共同使用す

る玩具に対する衛生管理方法が実施されていた

ことになる。これは、保育所 。幼稚園の管理者

や職員が、小児間において玩具が、衛生管理を

平成 22年 3月

必要とする物であるという認識を持つことを証

明した結果であるといえる。

2)素材別の衛生管理方法の違い

質問紙調査より、今回、回答が得 られた保育

所 。幼稚園において、玩具の素材によって異な

った衛生管理方法が選択されている傾向がある

ことが明らかになつた。

硬い素材であるプラスチック製玩具、木製玩

具、ゴム製玩具については「拭き取 り」が最も

多かった。硬い素材の玩具は、水や消毒液を用

いた衛生管理が行いやすい。それに加えて、「拭

き取 り」は短時間かつ簡便に実施できる衛生管

理の方法であることも選択される要因であると

考える。

さらに、布製玩具では「洗剤で洗 う」方法が

最も多く実施されていた。布製死具は表面のみ

の一時的な消毒では内部の汚染を除去すること

が困難である。したがつて、布製玩具では玩具

内部の汚染を除去するため、水を用いた衛生管

理が多く選択されるものと考えられる。

3)使用されている消毒液についての検討

施設によつて、使用されている消毒液に違い

がみられ、主にアルコール系消毒薬、次亜塩素

酸ナ トリウム系消毒薬、塩化ベンザルコニウム

系消毒薬が選択されていた。それぞれの消毒薬

の抗菌スペクトルを鑑みると、保育所等におけ

る集団感染が懸念される E cο力O‐ 157:H7、 ノロ

ウイルスに有効であるアルコール系消毒薬およ

(RLU)
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図4.布製玩具におけるATP値 (n=30)
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び次亜塩素酸ナ トリウム系消毒薬の使用が適切

であると考えられる
12)。

4)保育所 。幼稚園における衛生管理方法の頻

度とタイミングの違い

衛生管理の実施頻度は保育所 。幼稚園によつ

て異なる傾向がみられた。非定期で衛生管理を

行 う場合のタイミングとしては “汚れた時"や

“衛生管理が必要と判断した時"な どが含まれ

る「その都度」を選択する保育所・幼稚園が多

くみられたが、明確な基準は定められていなか

つた。これは保育所 。幼稚園において、現場の

管理者や職員の経験により衛生管理のタイミン

グが判断され、実施されている現状を浮き彫 り

にした結果であるといえる。今後、有効な衛生

管理の実施頻度と、そのタイミングについて検

討する必要があると考える。

5)保育所 。幼稚園における衛生管理方法の違

い

これまで述べてきたように、保育所・幼稚園

において実施されている玩具の衛生管理方法は、

素材別の衛生管理方法、使用されている消毒薬、

衛生管理の実施頻度の現状は実に様々で、統一

性のないものである。これは現段階で、保育所・

幼稚園における玩具の衛生管理方法について、

エビデンスに基づいた指針が存在しないことが

大きな原因であると考える。したがつて、今後

この分野におけるエビデンスを蓄積することと、

それに基づいた指針の作成が急務である。

2.調査 2

1)玩具の ATP値についての比較

鯉 は生物のエネルギー源として利用され

る化学物質である。つまり、AP淑J定値は生物

の存在の指標となるり。もともと、食品衛生の

分野においては、Hazard An』ysis and Cmical

Contol P前 施 ;HACCPに 基 づ く衛 生 状 態 の モ

ニタリング方法として汎用されている。それは、

この だP測定が従来の細菌培養法に比し、定

量性、簡便性、経済性、および即時性の点で優

れているからである。Al'P測 定による微生物汚

染の評価は、特に手指衛生の評価に用いられて

いるが
101め

、玩具の衛生評価に用いた報告はな
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い。今回、細菌培養と同時に、この AP測 定

を用いたことにより次のような知見を得た。

日光照射群、非 日光照射群の ノ¶P値がコン

トロール群に比べて高い傾向にあつたのは、菌

液塗布直後に回収したコントロール群と異なり、

日光照射群、非日光照射群では時間的経過によ

り、二 じο″が増殖したと考えられる。さらに、

非日光照射群に比べて日光照射群で Al・P値が

高い傾向にあつたが、これは日光照射群が非日

光照射群と比較し、温度が高く、2 cο″の至適

発育温度である 37.0℃ により近い条件であっ

たため、増殖が促進されたものと考える。

2)玩具の細菌コロニー数についての比較

日光照射群は非 日光照射群に比べて細菌コ

ロニー数が低い傾向にあつた。これは日光照射

に、一定の消毒効果があることを示すものであ

るが、今回の実験条件である 2時間の日光照射

では、すべての 二 σο″を殺減するには至らな

かつた。日光照射の消毒効果については、日照

条件、日光照射時間、季節性等によつて変化す

る可能性が十分にあり、今後はこれらの観点か

ら検討を続ける必要性があると考える。

3)玩具の衛生管理方法としての日光消毒の効

果について

Al'Pはすでに死減 した細菌の細胞からも検

出されるが
13)、

細菌コロニーは、検査時点にお

いて生物活性を持った細菌のみが増殖したもの

である。したがつて、今回の実験結果から、日

光照射を開始後、ある一定時間までは玩具の温

度上昇により 二 じο′は増殖したが、さらに日

光照射を続けると、いつたん増えた E cο″は

減少に転じる可能性のあることが明らかとなつ

た。非日光照射群においても、日光照射群に比

べて、E cο″の減少幅は少ないものの、同様の

結果が得られた。

今回の実験では、日光照射群および非日光照

射群における乗境条件のパラメーターとして、

温度、湿度および紫外線強度を測定した。紫外

線は 15～400 11lnと 広い範囲の波長を持った

光線であるが、消毒効果のある範囲は 200～ 280

1lmで あり、その うち最も効果のある波長は

265 1llnで ある
%)。 しかしながら、地表に到達
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する紫外線は 350～ 400 rlmで あることが知ら

れている。今回、実験第 1日 目と実験 2日 目

では紫外線強度に違いがみられたが、日光照射

群における実験第 1日 目と実験 2日 目の

州Pお よび細菌コロニー数には有意差はみら

れなかつた。このことから、被検菌 E cb″ に対

する日光中の紫外線の効果は限定的であつたと

いえる。したがつて、日光照射群において細菌

コロニー数が少ない傾向にあったのは、紫外線

の殺菌効果というよりはむしろ、日光照射によ

って乾燥が促されたためであると考える。実際

に、日光照射群では、非日光照射群と比べて温

度が有意に高く、湿度についても低い傾向にあ

つたことから、玩具がより乾燥しやすい条件に

あつたといえる。 また、非日光照射群では、日

光照射群に比べて温度が有意に低く、湿度が高

い傾向にあったが、日光照射群には劣るものの、

時間的経過によって、ある程度の乾燥が促され

たため、コントロール群に比べて細菌コロニー

数が少ない傾向にあつたものと考える。

以上より、小児が共同使用する玩具の衛生管

理方法として、日光照射を行 う方法は有効であ

るといえる。しかしながら、本研究において、

日光照射を開始 してからある時間までは、二

じο″が増殖する可能性のあることが明らかとな

ったため、口光照射時間を含めた諸条件の検討

は今後慎重に行 う必要性がある。
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An investigation lbr hygienic conttol of rnutual toys used by children

in nurseries and kindergartens
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Summary

QueSiOrin西res were sent to nllrseries and ttЩ lerganerls to search acmal cOndttions of heと

hygle五 c con,ol of mumaltOyS for(瓶 ldren,and 58 responses were ob函正d h 84.1%recov‐

ery rate.As a result samtation oftoys was contЮ lled h all fれ iltties.Howeve、 it was revealed

that there was no前 ied way and no clear standard a鬱 血 ts面ttt COn的1.herefore,it was

sttongly suggesttd that new BuldehEs based on e宙 dences had to be established.

Sm拍り erects ofsHuight had前 ion agattt cloh toys were exalttned,and 2hrs ttad山 ion

(AM。 1徹30to PM.1230 h Nagmo prei h late Ottobeつ Was ere鋭 iⅥ to decrease the nl】皿い

ber of二 じο″.Howeve恥 比was suggested hat shorter祐証 iation time saw some possibility of

an hばease ofE cο ″.Therefore,even hough a hygie五 c con,ol by iradi証 on sllnh♪ tiS Veト

sadle and tte血 l mettod,五 is necessary to make伽 血er醸亀sdB前on to opthize ttadiation

condmolls ttЮ lu山唱 ime and so on.

(Med Bbl154:98‐ 1072010)
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